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（この線から上には，何も記入してはならない） 

［問 1］以下の文章を読み，あとの問いに答えよ。 

 

 ヒトの体液は，血液，組織液，リンパ液に分けられる。血液は血管内を流れ，身体の各組織

の細胞に酸素や栄養分を運び，また細胞が放出した二酸化炭素や老廃物などを受け取る。血液

の液体成分である（ ア ）は，毛細血管の血管壁からしみ出て組織液となる。組織液の大半

は再び毛細血管に戻るが，一部はリンパ管に入ってリンパ液となる。リンパ液には（ イ ）

の一種であるリンパ球が存在する。リンパ液はリンパ管やリンパ節を通り，最終的には（ ウ ）

で血液に合流する。血液を循環させる心臓はヒトなどの哺乳類では２心房２心室であり，(a)心

房と心室が規則的に収縮と弛緩を繰り返すことで血液を循環させている。ヒトの血液の循環は，

(b)心臓から全身を回り心臓に戻る体循環と，心臓から肺を通り心臓に戻る肺循環の２つに大別

される。 

 血液は，液体成分の（ ア ）と有形成分である血球からできている。ヒトを含めた哺乳類

の赤血球は（ エ ）がない細胞で，酸素と結合する性質をもつタンパク質である（ オ ）

を含む。血小板は，血管が小さな傷を受けて出血した場合などに起こる(c)血液凝固に関係する。 

 

(1) 文中の空欄（ ア ）～（ オ ）に当てはまる適当な語を記せ。 

 

(2) （ イ ）に分類される，リンパ球以外の細胞の名称を２つ答えよ。 

 

(3) 下線部(a)に関して，心臓の拍動のリズムはペースメーカーとも呼ばれる心臓のある部位が

関与している。この部位の名称を答えよ。 

 

(4) 心臓の拍動を速くするはたらきをもつ自律神経の名称を答えよ。 

 

(5) 下線部(b)に関して，肺，心臓（右心房，右心室，左心房，左心

室）と身体の各部位を線でつないだ右図を完成させよ。解答欄

の図に書き込むこと。なお，心臓内部の経路については示す必

要はない。 

 

(6) 下線部(c)に関して，以下の語をすべて使用して，血液凝固のし

くみを説明せよ。 

語：【血小板，フィブリン，血ぺい】 
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（この線から上には，何も記入してはならない） 

問 1 の解答欄 

(1) 

ア イ ウ 

エ オ 

 

(2) 
  

(3) 
 

(4) 
 

(5) 

 

 

 

(6) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

小計 
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（この線から上には，何も記入してはならない） 

［問 2］以下の文章を読み，あとの問いに答えよ。 

 

遺伝情報は，DNA→RNA→タンパク質へと一方向に流れる。この遺伝情報の流れに関する

原則は（ ア ）と呼ばれる。真核細胞では，DNA から RNA への転写は核内で行われる。

遺伝子の転写開始点近くには転写開始に関与する領域が存在する。この領域は（ イ ）と

呼ばれ，基本転写因子と呼ばれる複数のタンパク質が結合する。転写は，（ ウ ）が基本

転写因子を認識して DNA に結合し，これらの複合体が形成されることで始まる。（ ウ ）

は，二重らせんが解けて一本鎖になった一方のヌクレオチド鎖を元に，これに相補的な RNA

のヌクレオチド鎖を合成していく。合成された RNA はスプライシングなどを経て mRNA と

なったのちに核内から細胞質へ移動し，（ エ ）と結合し，タンパク質の翻訳が始まる。

以下は，ある遺伝子 X から転写された mRNA の塩基配列の一部で，開始コドンが存在する部

分を含んでいる。 

 

5’－CCUUAGCAAUGAUCGGAUCAACGCUAGUA－3’ 

 

この遺伝子 X にはいくつかの突然変異が知られている。突然変異した遺伝子 X-1 ではこの

配列における 5’側から 17 番目の A が C に置換していた。また突然変異した遺伝子 X-2 では

同様に 24 番目の C が A に置換していた。そして，突然変異した遺伝子 X-3 では 19 番目の C

が欠失していた。この遺伝子 X-3 から翻訳されるタンパク質の機能は完全に失われていた。 

 

(1) 文中の空欄（ ア ）～（ エ ）にあてはまる語を答えよ。 

 

(2) DNA と RNA の構成単位はともにヌクレオチドであるが，DNA と RNA のヌクレオチド

の異なる点を 2 つ挙げよ。 

 

(3) 文中の mRNA の一部の元となった DNA のうち，センス鎖の塩基配列を答えよ。ただ

し，答えの配列には問題文の

塩基配列にならい 5’，3’の方

向性を示すこと。 

 

(4) 右の遺伝暗号表を参考にし

て，文中の mRNA の一部か

ら翻訳されてできるアミノ酸

配列を，翻訳される順に記

せ。 
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（この線から上には，何も記入してはならない） 

(5) 突然変異した遺伝子 X-1 と突然変異した遺伝子 X-2 から作られるタンパク質の一次構造

は，元の遺伝子 X から作られるタンパク質と比べてそれぞれどのようになっているか，

解答欄に収まるように答えよ。 

 

(6) 突然変異した遺伝子 X-3 で，下線部に示した現象が起きた理由を，遺伝暗号表を元に解答

欄に収まるように答えよ。 
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問 2 の解答欄 

(1) 

ア イ ウ 

エ  

(2) 

 

 

(3) 
 

(4) 
 

(5) 

X-1 
 
 
 
X-2 
 
 
 

(6) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

小計 
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（この線から上には，何も記入してはならない） 

［問 3］以下の文章を読み，あとの問いに答えよ。 

 

 ヒトの網膜には光を受容する感覚細胞として，２種類の視細胞がある。（ ア ）は色の区

別に関与しないが，（ イ ）は色の区別に関与する。受容して得た情報は，網膜に分布する

視神経繊維を通じて眼球外へ伝わる。このとき，視神経繊維は１つの束となって眼球から外へ

出るが，(a)この部分には視細胞が分布せず，光を受容することができない。この部分を（ ウ ）

という。 

視細胞からの情報は，視神経を通じて大脳に伝えられるが，視神経は間脳の直前で交差して

視索となって間脳に入る。この視神経が交差することを視交叉
さ

という。ヒトでは(b)両眼の内側

の網膜から出た神経だけが交差して反対側の視索に入り，外側の網膜から出た神経は交差せず

にそれぞれの側の視索に入る。 

 

(1) 上記の（ ア ）～（ ウ ）に当てはまる語を記せ。 

 

(2) 下線部(a)について，なぜこの部分には視細胞が分布できないかを，視神経が眼球からど

のように出ていくかに注目して説明せよ。 

 

(3) 図 1 のグラフは，明所から暗所に移ってからの時間

と，(c)視細胞が感じることができる最小限の光の強

さの関係を示したものである。 

 

① 下線部(c)に関連して，神経細胞に興奮が起こる最小

の刺激の強さを一般に何というか。 

 

② 図 1 の A，B に相当する細胞は上記（ ア ），

（ イ ）のうちどちらか。それぞれ記号で記せ。 

 

③ B の細胞が明所のあと暗所で時間が経つと見えるよ

うになるのは，細胞内にあるロドプシンのはたらき

で説明できる。以下の語をすべて使用して 120 文字

以内で説明せよ。 

【ロドプシン，レチナール，オプシン】  
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（この線から上には，何も記入してはならない） 

(4) 下線部(b)に関連して，図 2 はヒトの眼球と視神経を上から見たものである。図中 A，B ど

ちらかの位置で視神経が切断された場合，左右の眼の見え方はどうなるか。図 3 のア～カ

からそれぞれ選び記号で記せ。ただし，白は正常に見える部位，黒は見えない部位を示

す。 

 

 

(5) 図 4 は大脳の左半球を示している。①運動の中枢，②視覚の中枢はそれぞれどこか。図中

のア～クから選び記号で記せ。 

 

(6) (5)のようにヒトの視神経が交差して脳に入るのはどのような利点があるか。解答欄に収

まるように答えよ。 

  



 

生8 
 

（この線から上には，何も記入してはならない） 

問 3 の解答欄 

(1) 
ア イ ウ 

(2) 

 

(3) 
① ②A B  

③                

               

               

               

               

               

               

               

(4) 
A B 

(5) 
① ②  

(6) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

小計 
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（この線から上には，何も記入してはならない） 

［問 4］以下の文章を読み，あとの問いに答えよ。 

 

脊椎動物の胚発生では，原腸胚期に胚表面の外胚葉，胚内部の内胚葉，およびその中間に

位置する中胚葉という３つの胚葉が区別できるようになる。このうち中胚葉は，正中部に(a)脊

索をつくり，その両側からは，(b)体節，腎節，側板などが分化する。外胚葉の背側からは神経

板が分化し（図 1A），(c)それがのちに神経管を形成する。このとき，神経管の腹側領域に

「底板」と呼ばれる領域の分化が決定する（図 1B）。神経管が形成された後，神経管の腹側

では運動ニューロンが分化することが知られている（図 1C）。 

神経管における底板やニューロンの分化のしくみを調べるため，ニワトリ胚を用いて以下の

【実験 1～3】を行った。 

 

【実験 1】胚から脊索を取り出し，図 2A のように別の胚の神経管の側方の近傍に移植したと

ころ，図中 c の部位に底板が分化し，またその両側に運動ニューロンが分化した。 

【実験 2】実験１によって二次的な底板が分化した神経管から a，b，c の部位を切り出して，

図 2B のように底板がまだ分化決定していない神経板とそれぞれ培養し，神経板に

由来する神経組織から運動ニューロンが生じる割合を調べたところ，図 2C のよう

になった。このとき，いずれの神経組織からも底板は分化しなかった。 
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（この線から上には，何も記入してはならない） 

【実験 3】底板がまだ分化決定していない神経板と脊索を取り出し，接近させて培養したとこ

ろ，神経板に由来する神経組織に底板が分化し，その両側に運動ニューロンが分化

したが，両者をより離して培養すると，底板が分化せず，運動ニューロンが分化し

た。 

 

(1) 下線部(a)について，脊索を立体的に見た場合，どのような形をしているか。１つ選び記

号で記せ。 

A. 球状の形をしている。 B. 棒状の形をしている。 C. らせん状の形をしている。 

D. 中空の管状の形をしている。 E. 円柱が分節状に並んだ形をしている。 

 

(2) 下線部(b)について，体節から分化する組織や器官を下から２つ選び記号で記せ。 

ア. 気管の内壁 イ. 血管 ウ. 骨格筋 エ. 心臓 オ. 色素細胞 カ. 脊椎骨 キ. 網膜 

 

(3) 下線部(c)について，図 1 の A と B を参考にして，A と B の間に相当する段階を，神経管

の形成過程が分かるように留意しながら描け。 

 

(4) 図 2C の「Con.」は【実験 2】における対照実験の結果を示している。この結果と実験の

目的から，対照実験はどのような実験が適切か考え，その内容を簡潔に記せ。 

 

(5) 【実験 1～3】より導き出される結論として正しいものをすべて選び記号で記せ。 

 

A. 神経管の腹側と側方からは，運動ニューロンが分化できる。 

B. 脊索は，神経管にはたらきかけて底板の分化を誘導できる。 

C. 底板が分化できる領域は，神経管の腹側に限定されている。 

D. 脊索は，底板がなくとも運動ニューロンを誘導する能力がある。 

E. 運動ニューロンが分化するためには，底板の細胞が接触していることが必要である。 

F. 脊索がない場合でも，神経管は自律的に底板と運動ニューロンの両方に分化できる。 

 

(6) これまでの研究により，脊索および底板からソニックヘッジホッグ（以下 SHH）という

タンパク質が合成され，分泌されることがわかった。そこで，SHH の役割を調べるため

に，以下の【実験 4】を行った。上記の【実験 1～3】と合わせて，SHH と底板，および

運動ニューロンの分化について分かることを述べよ。 

 

【実験 4】SHH の影響を受ける前の神経板を取り出し，SHH を含む培養液中で培養したとこ

ろ，培養液に接する細胞は組織内部の細胞よりも底板に分化する割合が多かった。

これに対し組織内部の細胞は培養液に接する細胞よりも運動ニューロンに分化する

割合が多かった。  
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問 4 の解答欄 

(1) 
 

(2) 
  

(3) 

 

 

(4) 
 

(5) 
 

 

 

(6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小計 



問 題 訂 正 
 

理科（生物） 問題用紙  
 

・「生 7」ページ〔問 3〕設問（6） 
 
 

 （誤）「（5）のようにヒトの視神経が～」 

 （正）「（4）のようにヒトの視神経が～」 


